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衆
議
院
議
員
西
村
�
悟
君
提
出
朝
銀
信
用
組
合
の
破
綻
に
対
す
る
公
的
資
金
投
入
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

た
ん

朝
銀
近
畿
信
用
組
合
が
破
綻
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
能
の
再
生
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
三
条
に
基
づ
く
金
融
整
理
管
財
人
の
報
告
等
に
よ
れ
ば
、
合
併
前
の
旧
朝
銀
京
都
信
用
組
合

に
お
い
て
、
与
信
審
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
特
定
与
信
先
に
対
し
法
令
に
定
め
る
信
用
供
与
等
限
度
額
を
大

け
ん

が
い

幅
に
超
過
す
る
与
信
集
中
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
信
用
組
合
内
部
で
の
相
互
牽
制
機
能
が
形
骸
化
し
、
不
適
切
な
経
営
管
理
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

旧
朝
銀
大
阪
信
用
組
合
の
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
へ
の
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
信
用
組
合
の
監
督
権
限
は
都
道
府

県
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
阪
府
知
事
か
ら
の
当
時
の
預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
六
十
三
条
第

二
項
に
基
づ
く
要
請
を
受
け
て
、
大
蔵
省
に
お
い
て
同
法
第
六
十
一
条
第
三
項
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
審

査
を
行
い
、
同
条
第
一
項
に
基
づ
く
適
格
性
の
認
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
の
合
併
に

参
加
し
た
各
信
用
組
合
を
監
督
し
て
い
た
各
府
県
の
こ
れ
ら
の
信
用
組
合
に
対
す
る
検
査
結
果
も
踏
ま
え
て
検
討
を
行
っ
た

一



と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

旧
朝
銀
大
阪
信
用
組
合
の
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
へ
の
事
業
譲
渡
に
係
る
預
金
保
険
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
適
格

性
の
認
定
は
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
の
合
併
に
参
加
し
た
各
信
用
組
合
に
対
す
る
監

督
権
限
を
有
し
て
い
た
各
府
県
の
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
大
阪
府
知
事
の
要
請
を
受
け
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

う
ち
合
併
前
の
旧
朝
銀
京
都
信
用
組
合
に
対
す
る
京
都
府
に
よ
る
検
査
に
お
い
て
は
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
同
信
用

組
合
の
不
適
切
な
経
営
管
理
に
よ
り
生
じ
た
不
良
債
権
が
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

二
に
つ
い
て

朝
銀
新
潟
信
用
組
合
が
破
綻
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
同
信
用
組
合
の
審
査
管
理
体
制
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ

り
、
特
定
与
信
先
へ
の
与
信
集
中
が
容
認
さ
れ
や
す
い
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
法
令
遵
守
体
制
に
問
題
が
あ
っ
た
こ

と
、
理
事
会
、
監
事
等
の
内
部
の
相
互
牽
制
が
機
能
し
な
い
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
主
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

旨
、
金
融
整
理
管
財
人
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

朝
銀
東
京
信
用
組
合
が
破
綻
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
同
信
用
組
合
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
期
に
お
い
て
不
適
切

二



な
業
務
運
営
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
環
境
変
化
に
対
応
し
た
処
置
が
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
加

え
、
大
口
信
用
供
与
規
制
違
反
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
法
令
遵
守
の
姿
勢
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
等
、
与
信
体
制
に
重
大
な

不
備
が
あ
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
旨
、
金
融
整
理
管
財
人
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

朝
銀
千
葉
信
用
組
合
が
破
綻
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
同
信
用
組
合
の
融
資
審
査
体
制
や
債
権
管
理
体
制
が
適
切
に
整
備

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
等
が
主
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
旨
、
金
融
整
理
管
財
人
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

朝
銀
長
野
信
用
組
合
が
破
綻
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
同
信
用
組
合
の
融
資
審
査
体
制
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
や
資
産
運

用
面
で
効
果
的
な
経
営
施
策
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
旨
、
金
融
整
理
管
財
人
か

ら
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

旧
朝
銀
神
奈
川
信
用
組
合
は
、
平
成
十
一
年
十
月
に
、
旧
朝
銀
埼
玉
信
用
組
合
、
旧
朝
銀
栃
木
信
用
組
合
、
旧
朝
銀
茨
城

信
用
組
合
及
び
旧
朝
銀
群
馬
信
用
組
合
と
合
併
し
、
朝
銀
関
東
信
用
組
合
に
名
称
を
変
更
し
て
い
る
。
朝
銀
関
東
信
用
組
合

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
八
月
に
預
金
保
険
法
第
七
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
金
融
整
理
管
財
人
に
よ
る
業
務
及
び
財
産

の
管
理
を
命
ず
る
処
分
が
な
さ
れ
、
破
綻
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
現
在
、
金
融
整
理
管
財
人
に
よ
り
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三



な
お
、
札
幌
市
に
本
店
を
有
し
て
い
た
旧
朝
銀
北
海
信
用
組
合
は
、
平
成
十
一
年
九
月
に
、
旧
朝
銀
岩
手
信
用
組
合
、
旧

朝
銀
秋
田
信
用
組
合
及
び
旧
朝
銀
福
島
信
用
組
合
と
合
併
し
、
朝
銀
北
東
信
用
組
合
に
名
称
を
変
更
し
、
今
日
に
至
っ
て
お

り
、
破
綻
し
て
い
な
い
。
岐
阜
市
に
本
店
を
有
し
て
い
た
旧
朝
銀
岐
阜
信
用
組
合
は
、
平
成
十
一
年
九
月
に
、
旧
朝
銀
静
岡

信
用
組
合
、
旧
朝
銀
三
重
信
用
組
合
、
旧
朝
銀
石
川
信
用
組
合
及
び
旧
朝
銀
富
山
信
用
組
合
と
合
併
し
、
朝
銀
中
部
信
用
組

合
に
名
称
を
変
更
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
破
綻
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
岡
山
市
に
本
店
を
有
し
て
い
た
旧
朝
銀
岡
山
信

用
組
合
は
、
平
成
十
一
年
十
月
に
、
旧
朝
銀
愛
媛
信
用
組
合
、
旧
朝
銀
香
川
信
用
組
合
、
旧
朝
銀
佐
賀
信
用
組
合
及
び
旧
朝

銀
大
分
信
用
組
合
と
合
併
し
、
朝
銀
西
信
用
組
合
に
名
称
を
変
更
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
破
綻
し
て
い
な
い
。

三
及
び
五
に
つ
い
て

信
用
組
合
の
役
員
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
三
十
五
条
及
び
第
五
十
五

条
に
基
づ
き
、
総
会
又
は
総
代
会
に
お
け
る
選
挙
等
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
各
朝
銀
信
用
組
合
の
役
員

に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
手
続
を
経
て
就
任
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

各
朝
銀
信
用
組
合
は
、
同
法
第
二
十
七
条
の
二
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
得
て
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
相
互
に
別
個
の
法
人
格
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
の
議
決
等
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て

四



い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
朝
銀
信
用
組
合
の
経
営
基
盤
に
つ
い
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
平
成
十
三
年
三
月
末
に
お
い
て
、
当
時
の
十
八
信
用

組
合
全
体
で
、
組
合
員
数
は
十
八
万
八
千
七
百
四
十
、
貸
出
先
数
は
二
万
六
千
四
百
三
十
八
、
貸
出
金
残
高
は
一
兆
六
千
四

百
八
十
八
億
六
千
二
百
万
円
、
預
金
口
座
数
は
五
十
八
万
九
千
二
百
三
十
八
、
預
金
残
高
は
一
兆
三
千
四
百
二
十
五
億
二
千

七
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
預
金
保
険
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
破
綻
金
融
機
関
の
救
済
金
融
機
関
へ
の
合
併
等
に
係
る
適

格
性
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
救
済
金
融
機
関
の
財
務
の
健
全
性
等
を
審
査
の
上
、
法
令
に
従
い
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
各

朝
銀
信
用
組
合
の
破
綻
処
理
に
つ
い
て
も
、
法
令
に
の
っ
と
り
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
警
視
庁
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
十
一
月
八
日
及
び
十
一
日
に
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事

業
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
違
反
被
疑
事
件
に
つ
き
朝
銀
東
京
信
用
組
合
の
元
理
事
長
ら
五

人
を
、
同
月
二
十
八
日
に
業
務
上
横
領
被
疑
事
件
に
つ
き
同
人
ら
六
人
を
そ
れ
ぞ
れ
逮
捕
す
る
等
し
、
ま
た
、
兵
庫
県
警
察

五



に
お
い
て
、
同
月
十
四
日
に
、
同
法
違
反
被
疑
事
件
に
つ
き
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
の
元
理
事
長
ら
五
人
を
、
背
任
被
疑
事
件

に
つ
き
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
及
び
旧
朝
銀
京
都
信
用
組
合
の
元
理
事
長
ら
三
人
を
、
同
年
十
二
月
五
日
に
背
任
被
疑
事
件
に

つ
き
旧
朝
銀
兵
庫
信
用
組
合
の
元
理
事
長
ら
六
人
を
そ
れ
ぞ
れ
逮
捕
す
る
等
し
、
さ
ら
に
、
神
戸
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
、

同
日
に
、
兵
庫
県
警
察
が
同
年
十
一
月
十
四
日
に
被
疑
者
を
逮
捕
す
る
等
し
た
背
任
被
疑
事
件
と
は
別
の
背
任
被
疑
事
件
に

つ
き
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
及
び
旧
朝
銀
京
都
信
用
組
合
の
元
理
事
長
ら
三
人
を
逮
捕
す
る
等
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
所

要
の
捜
査
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
同
月
二
十
八
日
に
、
東
京
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
、
同
月
八
日
に
警
視
庁
に
お
い
て
逮
捕
し
た
被
疑
者
の
う
ち
二

人
に
つ
い
て
同
法
違
反
に
よ
り
東
京
地
方
裁
判
所
に
公
訴
を
提
起
し
、
ま
た
、
同
年
十
二
月
五
日
に
、
神
戸
地
方
検
察
庁
に

お
い
て
、
同
年
十
一
月
十
四
日
に
兵
庫
県
警
察
に
お
い
て
逮
捕
し
た
被
疑
者
の
う
ち
六
人
に
つ
い
て
同
法
違
反
又
は
背
任
に

よ
り
神
戸
地
方
裁
判
所
に
公
訴
を
提
起
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

旧
朝
銀
大
阪
信
用
組
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
五
月
十
四
日
の
同
信
用
組
合
の
破
綻
公
表
以
降
、
当
時
同
信
用
組
合
の

監
督
権
限
を
有
し
て
い
た
大
阪
府
及
び
同
信
用
組
合
の
不
良
債
権
を
引
き
継
い
だ
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
（
以
下
「
整
理

六



回
収
機
構
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
所
要
の
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
に

足
る
事
実
が
把
握
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
告
発
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
に
金
融
整
理
管
財
人
に
よ
る
業
務
及
び
財
産

の
管
理
を
命
ず
る
処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
三
年
九
月
二
十
五
日
に
、
金
融
整
理
管
財
人
及
び
近
畿
財
務
局
長
に

よ
り
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
違
反
で
そ
の
旧
経
営
陣
等
を
被
告
発
人
と
す
る
告
発
が
な
さ
れ
、
同
年
十

一
月
十
四
日
に
、
金
融
整
理
管
財
人
に
よ
り
背
任
罪
で
そ
の
旧
経
営
陣
を
被
告
訴
人
と
す
る
告
訴
及
び
旧
朝
銀
京
都
信
用
組

合
の
旧
経
営
陣
を
被
告
発
人
と
す
る
告
発
が
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
、
更
に
同
年
十
二
月
五
日
に
、
金
融
整
理
管
財
人
に
よ
り
背

任
罪
で
朝
銀
近
畿
信
用
組
合
の
旧
経
営
陣
等
を
被
告
訴
人
と
す
る
告
訴
並
び
に
旧
朝
銀
京
都
信
用
組
合
及
び
旧
朝
銀
兵
庫
信

用
組
合
の
旧
経
営
陣
等
を
被
告
発
人
と
す
る
告
発
が
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
朝
銀
東
京
信
用
組
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
に
金
融
整
理
管
財
人
に
よ
る
業
務
及
び
財
産

の
管
理
を
命
ず
る
処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
三
年
十
一
月
八
日
に
、
金
融
整
理
管
財
人
に
よ
り
協
同
組
合
に
よ
る

金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
違
反
で
そ
の
旧
経
営
陣
を
被
告
発
人
と
す
る
告
発
が
な
さ
れ
、
更
に
同
月
二
十
八
日
に
、
金
融
整

理
管
財
人
に
よ
り
業
務
上
横
領
罪
で
そ
の
旧
経
営
陣
を
被
告
訴
人
と
す
る
告
訴
が
な
さ
れ
て
い
る
。

七



六
の
�
に
つ
い
て

今
般
の
告
訴
及
び
告
発
は
、
金
融
整
理
管
財
人
等
に
お
い
て
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
足
る
事
実
が
把
握
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
金
融
整
理
管
財
人
等
に
お
い
て
は
、
今
後
も
、
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
足
る

事
実
が
把
握
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
所
要
の
告
発
等
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

政
府
が
、
朝
銀
信
用
組
合
か
ら
北
朝
鮮
当
局
に
資
金
が
流
れ
て
い
る
と
認
め
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。

七
の
�
に
つ
い
て

金
融
庁
に
お
い
て
は
、
朝
銀
信
用
組
合
か
ら
北
朝
鮮
当
局
に
対
し
て
資
金
供
与
が
な
さ
れ
た
と
の
事
実
は
把
握
し
て
い
な

い
。

七
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
仮
に
各
朝
銀
信
用
組
合
が
法
令
に
違
反
す
る
業
務
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
た
場
合
は
、
法

令
に
の
っ
と
り
厳
正
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

八



八
の
�
に
つ
い
て

各
朝
銀
信
用
組
合
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
我
が
国
の
金
融
機
関
で
あ
り
、
預
金
保
険
法
第

二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
さ
れ
た
同
法
上
の
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
破
綻
金
融
機
関
と
同
様
、
破
綻
し
た
各

朝
銀
信
用
組
合
の
救
済
金
融
機
関
へ
の
合
併
等
に
際
し
て
も
、
法
令
に
の
っ
と
り
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
所
要
の
手
続
を
経

て
、
預
金
者
等
の
保
護
の
た
め
、
同
法
に
基
づ
き
資
金
援
助
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
責
任
追
及
に
つ
い
て
は
、
破
綻
金
融
機
関
に
派
遣
さ
れ
た
金
融
整
理
管
財
人
が
、
法
律
に
基
づ
き
経
営

者
等
の
責
任
追
及
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
破
綻
金
融
機
関
の
不
良
債
権
を
引
き
継
い
だ
整
理
回
収
機
構
に
お
い
て
も
責
任

追
及
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

八
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
破
綻
し
た
信
用
組
合
の
事
業
を
譲
り
受
け
た
信
用
組
合
に
対
し
て
も
、
他
の
金
融
機
関
と
同
様
、
法
令

に
基
づ
き
、
適
切
に
監
督
を
実
施
し
て
お
り
、
各
朝
銀
信
用
組
合
に
つ
い
て
も
、
仮
に
法
令
に
違
反
す
る
業
務
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
た
場
合
は
、
厳
正
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

九
に
つ
い
て

九



預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関
は
、
預
金
保
険
法
第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
、
同
項
各
号
に

掲
げ
ら
れ
た
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
に
規
定
す
る
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
で
あ
っ
て
、
預
金
保
険

法
の
施
行
地
外
に
本
店
を
有
す
る
も
の
を
除
く
も
の
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
が
行
わ
れ
た

金
融
機
関
は
、
す
べ
て
我
が
国
の
法
令
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
金
融
機
関
で
あ
る
。

一
〇


